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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１充電端子および第１データ端子を有する台座と、前記台座に装着されたときに前記
第１充電端子および前記第１データ端子にそれぞれ接続される第２充電端子および第２デ
ータ端子を有する携帯端末とを備える携帯端末記録システムであって、
　前記台座は、
　　充電電力を前記第１充電端子に供給する第１供給手段、
　　コンテンツデータを前記第１データ端子に供給する第２供給手段、
　　前記第２供給手段の供給動作を第１通知に応答して起動する起動手段、および
　　前記第２供給手段の供給動作を第２通知に応答して停止する停止手段を備え、
　前記携帯端末は、
　　前記第２充電端子に供給された充電電力によって充電されるバッテリ、
　　前記第２データ端子に供給されたコンテンツデータを記録する端末側記録手段、
　　前記バッテリの電圧が第１閾値以上であるか否かを前記携帯端末が前記台座に装着さ
れた状態において繰り返し判別する判別手段、
　　前記判別手段の判別結果が否定的な結果から肯定的な結果に更新されたとき前記第１
通知を発行する第１発行手段、および
　　前記判別手段の判別結果が前記肯定的な結果から前記否定的な結果に更新されたとき
前記第２通知を発行する第２発行手段を備える、携帯端末記録システム。
【請求項２】
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　前記台座は、
　　所望のコンテンツデータを受信する受信手段、および
　　前記受信手段によって受信されたコンテンツデータを記録する台座側記録手段をさら
に備え、
　前記第２供給手段は前記台座側記録手段に記録されたコンテンツデータを前記第１デー
タ端子に供給する、請求項１記載の携帯端末記録システム。
【請求項３】
　前記携帯端末は、
　　記録予約情報を前記台座に送信する送信手段、および
　　記録不能通知に対応する情報を表示する第１情報表示手段をさらに備え、
　前記台座は、前記台座側記録手段が前記送信手段によって送信された記録予約情報に従
うコンテンツデータを記録できる空き容量を有しないとき前記記録不能通知を発行する記
録不能通知発行手段をさらに備える、請求項２記載の携帯端末記録システム。
【請求項４】
　前記台座は、
　　前記第２供給手段によって注目されたコンテンツデータを前記第２供給手段の供給動
作が完了した後に前記台座側記録手段から削除する第１削除手段、および
　　前記第１削除手段の削除処理に関連して完了通知を発行する完了通知発行手段をさら
に備え、
　前記携帯端末は前記完了通知に対応する情報を表示する第２情報表示手段をさらに備え
る、請求項２または３記載の携帯端末記録システム。
【請求項５】
　前記携帯端末は、
　　前記端末側記録手段の空き容量がなくなったとき前記第２通知を発行する第２通知発
行手段、
　　前記端末側記録手段に記録された所定のコンテンツデータを前記第２通知発行手段の
発行処理に関連して削除する第２削除手段、および
　　前記第２削除手段の削除処理によって前記端末側記録手段に十分な空き容量が確保さ
れたとき第３通知を発行する第３通知発行手段をさらに備え、
　前記台座は前記第２供給手段の供給動作を前記第３通知に応答して起動する供給動作起
動手段をさらに備える、請求項２ないし４のいずれかに記載の携帯端末側記録システム。
【請求項６】
　前記携帯端末は、
　　前記バッテリの電圧が前記第１閾値よりも大きな第２閾値を上回るとき前記第２充電
端子と前記バッテリとの接続を遮断する遮断手段、および
　　充電完了を示す情報を前記遮断手段の遮断処理に関連して表示する第３情報表示手段
をさらに備える、請求項１ないし５のいずれかに記載の携帯端末記録システム。
【請求項７】
　前記第１閾値は前記台座から転送されるコンテンツデータを前記端末側１記録手段に記
録するために必要な電圧に相当する、請求項１ないし６のいずれかに記載の携帯端末記録
システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、携帯端末記録システムに関し、特にたとえば、携帯端末と台座とを含む、
携帯端末記録システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　この種の従来の携帯端末記録システムでは、所望の番組の放送時間に、ユーザがその番
組を視聴できないとき、携帯端末から自宅に設置されたホームサーバにその番組の録画予
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約をしておく。そして、ユーザは、録画終了後に番組をホームサーバから携帯端末に転送
し、転送した番組を携帯端末で再生して視聴する。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　しかし、従来技術では、所望の番組を録画したホームサーバから、その番組を携帯端末
に転送するとき、録画データの転送制御が複雑になるという問題があった。
【０００４】
　それゆえに、この発明の主たる目的は、台座から携帯端末への番組の転送制御を簡略化
することができる、携帯端末記録システムを提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　請求項１の発明に従う携帯端末記録システムは、第１充電端子および第１データ端子を
有する台座と、台座に装着されたときに第１充電端子および第１データ端子にそれぞれ接
続される第２充電端子および第２データ端子を有する携帯端末とを備える携帯端末記録シ
ステムであって、台座は、充電電力を第１充電端子に供給する第１供給手段、コンテンツ
データを第１データ端子に供給する第２供給手段、第２供給手段の供給動作を第１通知に
応答して起動する起動手段、および第２供給手段の供給動作を第２通知に応答して停止す
る停止手段を備え、携帯端末は、第２充電端子に供給された充電電力によって充電される
バッテリ、第２データ端子に供給されたコンテンツデータを記録する端末側記録手段、バ
ッテリの電圧が第１閾値以上であるか否かを携帯端末が台座に装着された状態において繰
り返し判別する判別手段、判別手段の判別結果が否定的な結果から肯定的な結果に更新さ
れたとき第１通知を発行する第１発行手段、および判別手段の判別結果が肯定的な結果か
ら否定的な結果に更新されたとき第２通知を発行する第２発行手段を備える。
【０００６】
　台座は第１充電端子および第１データ端子を有し、携帯端末は第２充電端子および第２
データ端子を有する。第１充電端子および第１データ端子は、携帯端末が台座に装着され
たときに、第２充電端子および第２データ端子にそれぞれ接続される。また、台座は、第
１供給手段、第２供給手段、起動手段および停止手段を備え、携帯端末は、バッテリ、記
録手段、判別手段、第１発行手段および第２発行手段を備える。
【０００７】
　第１供給手段は充電電力を第１充電端子に供給し、第２供給手段はコンテンツデータを
第１データ端子に供給する。バッテリは、第２充電端子に供給された充電電力によって充
電される。また、端末側記録手段は、第２データ端子に供給されたコンテンツデータを記
録する。判別手段は、バッテリの電圧が第１閾値以上であるか否かを携帯端末が台座に装
着された状態において繰り返し判別する。判別手段の判別結果が否定的な結果から肯定的
な結果に更新されると第１通知が第１発行手段によって発行され、判別手段の判別結果が
肯定的な結果から否定的な結果に更新されると第２通知が第２発行手段によって発行され
る。起動手段は第２供給手段の供給動作を第１通知に応答して起動し、停止手段は第２供
給手段の供給動作を第２通知に応答して停止する。
【０００８】
　請求項２の発明に従う携帯端末記録システムは、請求項１に従属し、台座は、所望のコ
ンテンツデータを受信する受信手段、および受信手段によって受信されたコンテンツデー
タを記録する台座側記録手段をさらに備え、第２供給手段は台座側記録手段に記録された
コンテンツデータを第１データ端子に供給する。
【０００９】
　請求項３の発明に従う携帯端末記録システムは、請求項２に従属し、携帯端末は、記録
予約情報を台座に送信する送信手段、および記録不能通知に対応する情報を表示する第１
情報表示手段をさらに備え、台座は、台座側記録手段が送信手段によって送信された記録
予約情報に従うコンテンツデータを記録できる空き容量を有しないとき記録不能通知を発
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行する記録不能通知発行手段をさらに備える。
【００１０】
　請求項４の発明に従う携帯端末記録システムは、請求項２または３に従属し、台座は、
　第２供給手段によって注目されたコンテンツデータを第２供給手段の供給動作が完了し
た後に台座側記録手段から削除する第１削除手段、および第１削除手段の削除処理に関連
して完了通知を発行する完了通知発行手段をさらに備え、携帯端末は完了通知に対応する
情報を表示する第２情報表示手段をさらに備える。
【００１１】
　請求項５の発明に従う携帯端末記録システムは、請求項２ないし４のいずれかに従属し
、携帯端末は、端末側記録手段の空き容量がなくなったとき第２通知を発行する第２通知
発行手段、端末側記録手段に記録された所定のコンテンツデータを第２通知発行手段の発
行処理に関連して削除する第２削除手段、および第２削除手段の削除処理によって端末側
記録手段に十分な空き容量が確保されたとき第３通知を発行する第３通知発行手段をさら
に備え、台座は第２供給手段の供給動作を第３通知に応答して起動する供給動作起動手段
をさらに備える。
【００１２】
　請求項６の発明に従う携帯端末記録システムは、請求項１ないし５のいずれかに従属し
、携帯端末は、バッテリの電圧が第１閾値よりも大きな第２閾値を上回るとき第２充電端
子とバッテリとの接続を遮断する遮断手段、および充電完了を示す情報を遮断手段の遮断
処理に関連して表示する第３情報表示手段をさらに備える。
【００１３】
　請求項７の発明に従う携帯端末記録システムは、請求項１ないし６のいずれかに従属し
、第１閾値は台座から転送されるコンテンツデータを端末側１記録手段に記録するために
必要な電圧に相当する。
【発明の効果】
【００２３】
　この発明によれば、台座から携帯端末へのコンテンツデータの転送制御を簡略化するこ
とができる。
【００２４】
　この発明の上述の目的，その他の目的，特徴および利点は、図面を参照して行う以下の
実施例の詳細な説明から一層明らかとなろう。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２５】
　図１（Ａ）を参照して、この実施例のコンテンツ録画システム１０は、携帯電話１２と
クレードル（“台座”ともいう）１４とを含む。ユーザは、携帯電話１２を操作して所望
の番組の録画予約情報を作成し、ブルーツゥース（Bluetooth）を利用して、作成した録
画予約情報をクレードル１４に送信する。クレードル１４は、受信した録画予約情報に基
づいて、地上波デジタルテレビジョン放送（以下「テレビジョン放送」という）システム
を用いて放送される番組の放送データをアンテナ１０４によって受信し、受信した番組を
録画する。
【００２６】
　次に、図１（Ｂ）を参照して、携帯電話１２がクレードル１４に装着されると、クレー
ドル１４に録画された番組が携帯電話１２に転送される。番組の転送が完了すると、クレ
ードル１４によって携帯電話１２のバッテリ８０が充電される。したがって、携帯電話１
２は、クレードル１４に装着するだけで、バッテリ８０を充電できるだけでなく、クレー
ドル１４に録画された番組を転送させて再生することができる。なお、携帯電話１２には
、クレードル１４に装着された状態で、バッテリ８０の充電状態を色によって示すランプ
３６および簡単なメッセージを表示することができるモニタ７８が設けられている。この
ため、ユーザは、携帯電話１２がクレードル１４に装着された状態でも、後述するように
バッテリ８０の充電状態および番組の転送に関する情報を知ることができる。
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【００２７】
　図２を参照して、携帯電話１２は、移動通信システムを用いて移動通信を行う移動通信
回路１６と、テレビジョン放送システムを用いて放送された番組を受信する放送番組受信
回路１８と、移動通信回路１６および放送番組受信回路１８の両方を制御するＣＰＵ４４
とを含む。移動通信回路１６、放送番組受信回路１８およびＣＰＵ４４のいずれも、バッ
テリ８０に基づいて電源回路８２から供給される電力によって駆動される。
【００２８】
　操作パネル３８によってダイヤル操作が行われると、ＣＰＵ４４は、移動通信回路１６
に設けられた無線回路２２に発呼処理を命令する。この発呼処理によって相手方との接続
が確立されると、通話可能状態となる。また、アンテナ２０を通して発呼信号を受信する
と、無線回路２２はＣＰＵ４４に発呼信号を受信したことを伝える。ＣＰＵ４４は、音声
メッセージの出力を放送番組受信回路１８に設けられたサウンドジェネレータ６８に命令
するとともに、呼び出しメッセージを表すキャラクタ信号の発生を放送番組受信回路１８
に設けられたキャラクタジェネレータ７６に命令する。これによって、呼び出し音がスピ
ーカ６６から出力されるとともに、呼び出しメッセージがモニタ７４から出力される。か
かる音声メッセージおよび呼び出しメッセージの出力を受けて、操作パネル３８により着
信操作が行われると、相手方との接続が確立され、通話可能状態となる。
【００２９】
　通話可能状態に移行すると、マイクロフォン３４によって捉えられた音声信号がアンプ
３２によって増幅され、かつＡＤ／ＤＡ変換回路２６によってデジタル信号である音声デ
ータに変換される。変換された音声データは信号処理回路２４によってパケットデータつ
まり音声パケットに符号化され、符号化された音声パケットは無線回路２２によって変調
される。変調された音声パケットは、アンテナ２０を介して相手方に発信される。相手方
から送られてきた音声パケットは、アンテナ２０によって受信され、無線回路２２によっ
て復調される。復調された音声パケットは、信号処理回路２４によって音声データに復号
され、復号された音声データは、ＡＤ／ＤＡ変換回路２６によってアナログ信号である音
声信号に変換される。変換された音声信号は、アンプ２８を介してスピーカ３０から出力
される。
【００３０】
　次に、番組を録画する場合について説明する。ＣＰＵ４４は、放送番組受信回路１８を
起動するとともに、録画予約されたチャネルの選局をチューナ４８に命令する。この場合
、チューナ４８は、アンテナ４６によって捉えられた放送データの中から所望のチャネル
の放送データを抽出し、抽出したチャネルの放送データにＭＰＥＧフォーマットに従う復
調処理を施す。そして、復調した放送データを、バッファメモリ５０を介してデマルチプ
レクサ５２に与える。
【００３１】
　デマルチプレクサ５２は、与えられた放送データから音声パケットおよび映像パケット
を抽出し、抽出した音声パケットおよび映像パケットをメモリカードコントローラ５４に
与える。メモリカードコントローラ５４は、与えられた音声パケットおよび映像パケット
をメモリカード５６に記録する。このようにして、メモリカード５６に番組が録画される
。
【００３２】
　さらに、メモリカード５６に録画された番組を再生する場合について説明する。ＣＰＵ
４４は、放送番組受信回路１８を起動して、メモリカードコントローラ５４に番組の映像
パケットおよび音声パケットの読み出しを命令する。メモリカードコントローラ５４は、
番組の音声パケットおよび映像パケットを読み出し、読み出した音声パケットおよび映像
パケットをＡＶセレクタ６０に与える。ＡＶセレクタ６０は、与えられた音声パケットお
よび映像パケットをＨ２６４オーディオデコーダ６２およびＨ２６４ビデオデコーダ７０
にそれぞれ与える。
【００３３】



(6) JP 4086818 B2 2008.5.14

10

20

30

40

50

　Ｈ２６４オーディオデコーダ６２は、与えられた音声パケットをデコードして音声デー
タを生成し、生成した音声データをＤ／Ａ変換器６４に与える。Ｄ／Ａ変換器６４は、与
えられた音声データをアナログ信号である音声信号に変換し、変換した音声信号をスピー
カ６６に与える。この結果、所望のチャネルで放送される番組の音声がスピーカ６６から
出力される。
【００３４】
　Ｈ２６４ビデオデコーダ７０は、与えられた映像パケットをデコードして映像データを
生成し、生成した映像データをＮＴＳＣエンコーダ７２に与える。ＮＴＳＣエンコーダ７
２は、与えられた映像データをコンポジット映像信号に変換し、変換したコンポジット映
像信号をモニタ７４に与える。この結果、所望のチャネルで放送される番組の映像が、モ
ニタ７４に表示される。このようにして、ユーザは、メモリカード５６に録画された番組
を再生することができる。
【００３５】
　また、番組を直接視聴する場合について説明する。上述の録画の場合と同様にして、チ
ューナ４８は、デマルチプレクサ５２に所望のチャネルの放送データを与える。デマルチ
プレクサ５２は、与えられた放送データから音声パケットおよび映像パケットを抽出し、
抽出した音声パケットおよび映像パケットをＡＶセレクタ６０に与える。そして、ＡＶセ
レクタ６０が、与えられた音声パケットおよび映像パケットをＨ２６４オーディオデコー
ダ６２およびＨ２６４ビデオデコーダ７０にそれぞれ与えると、上述の再生の場合と同様
にして、スピーカ６６およびモニタ７４から音声および映像がそれぞれ出力される。この
ようにして、ユーザは、番組を直接視聴することができる。
【００３６】
　携帯電話１２は、無線回路２２を利用して、ブルーツゥースにより、クレードル１４と
の間で録画予約情報などの情報をやり取りする。さらに、携帯電話１２は、クレードル１
４に装着された状態で、端子Ｓ１を介して、クレードル１４から転送される番組を受け入
れたり、クレードル１４との間で情報をやり取りしたりする。また、バッテリ８０は、端
子Ｓ２およびスイッチＳＷを介して、クレードル１４から供給される電力によって充電さ
れる。これらの動作の詳細については、後述する。
【００３７】
　図３を参照して、携帯電話１２との間でブルーツゥースを利用した通信を行う場合のク
レードル１４の動作について説明する。アンテナ９２を通して携帯電話１２からの情報を
受信したとき、無線回路９６はＣＰＵ９４に情報を受信したことを伝える。また、携帯電
話１２に情報を送信するとき、ＣＰＵ９４は、無線回路９６に対して、携帯端末１２に情
報を送信することを命じる。送信を命じられた無線回路９６は、アンテナ９２を介して携
帯電話１２に情報を送信する。このようにして、クレードル１４は、携帯電話１２との間
で情報をやり取りすることができる。
【００３８】
　次に、クレードル１４に番組を録画する場合について説明する。携帯電話１２から受信
した録画予約情報および時計１０２からの時刻情報に基づいて、ＣＰＵ９４は、放送番組
受信回路９０を起動するとともに、チャネルの選局をチューナ１０６に命令する。この場
合、チューナ１０６は、アンテナ１０４によって捉えられた放送データの中から所望のチ
ャネルの放送データを抽出し、抽出したチャネルの放送データにＭＰＥＧフォーマットに
従う復調処理を施す。チューナ１０６は、復調された放送データを、バッファメモリ１０
８を介してデマルチプレクサ１１０に与える。デマルチプレクサ１１０は、与えられた放
送データから音声パケットおよび映像パケットを抽出し、抽出した音声パケットおよび映
像パケットをメモリコントローラ１１２に与える。メモリコントローラ１１２は、与えら
れた音声パケットおよび映像パケットをフラッシュメモリ１１４に記録する。このように
して、番組がフラッシュメモリ１１４に録画される。
【００３９】
　また、クレードル１４は、携帯電話１２が装着された状態で、端子Ｓ３を介して、番組
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を携帯電話１２に転送したり、携帯電話１２との間で情報をやり取りしたりする。クレー
ドル１４はまた、携帯電話１２のバッテリ８０を充電するため、充電回路１００から端子
Ｓ４を介して、携帯電話１２に電力を供給する。これらの動作の詳細については、後述す
る。
【００４０】
　図４を参照して、携帯電話１２の外観について説明する。携帯電話１２は、その中央部
で折り畳むことができるように２つのケースＣ１およびＣ２から構成されている。ケース
Ｃ１にはモニタ７４が設けられている。モニタ７４には、録画予約画面、録画された所望
の番組などが表示される。また、ケースＣ１のモニタ７４が設けられている面と反対側の
面には、ランプ３６およびモニタ７８が設けられている。
【００４１】
　ケースＣ２には、その下部にテンキー３８ａが配置されている。ユーザは、このテンキ
ー３８ａを操作することにより、所望のチャネルのチャネル番号を入力したり、文字や電
話番号を入力したりすることができる。また、テンキー３８ａの上部には、上下左右方向
にカーソルを移動させることができるカーソルキー３８ｂ～３８ｅが設けられている。
【００４２】
　カーソルキー３８ｂ～３８ｅによってその周囲を囲まれた中央には、セットキー３８ｆ
が設けられている。セットキー３８ｆは、カーソルキー３８ｂ、３８ｃによって選択され
た内容を確定するときに操作される。オフフックキー３８ｇは、電話着信に応答して通話
を開始するときに操作されるキーである。オンフックキー３８ｈは、通話が終了したとき
、通信回線との接続を切断するためのキーであり、携帯電話１０の電源キーも兼ねている
。
【００４３】
　さらに、カーソルキー３８ｂ～３８ｅの上部には、ＴＶボタン３８ｉ、録画ボタン３８
ｊおよび再生ボタン３８ｋが設けられている。ＴＶボタン３８ｉは、チューナ４４の電源
をオン／オフするときに操作するボタンであり、ＴＶボタン３８ｉを操作することにより
テレビジョン放送の放送データの受信を開始したり、終了したりすることができる。録画
ボタン３８ｊは、番組の録画予約に必要な録画予約情報を入力できる予約設定画面をモニ
タ７４に表示するときに操作するボタンであり、再生ボタン３８ｋは、録画した番組を再
生してモニタ７４に表示するときに操作するボタンである。
【００４４】
　携帯電話１２の側面には、端子Ｓ１および端子Ｓ２が設けられている。携帯電話１２を
クレードル１４に装着すると、端子Ｓ１はクレードル１４の端子３と、端子Ｓ２はクレー
ドル１４の端子Ｓ４とそれぞれ接続される。このため、端子Ｓ１を介して、クレードル１
４に録画された番組が携帯電話１２に取り込まれたり、クレードル１４との間で情報がや
り取りされたりする。また、端子Ｓ２を介してクレードル１４から供給される電力によっ
て、バッテリ８０が充電される。
【００４５】
　図５を参照して、録画ボタン３８ｊが操作されると、予約設定画面がモニタ７４に表示
される。ユーザは、テンキー３８ａおよびカーソルキー３８ｂ～３８ｅを使用して録画予
約情報を予約設定画面に入力する。つまりユーザは、所望の番組が放送されるチャネルの
チャネル番号、番組の放送日時、放送開始時刻および放送終了時刻を予約設定画面に入力
する。
【００４６】
　ユーザが、録画予約情報を入力した後、予約設定画面の左下に表示された保存キーを操
作すると、予約設定画面に入力された録画予約情報がフラッシュメモリ４０に記録される
。そして、ＣＰＵ４４は、時計４２から与えられる時刻情報に基づき、番組の放送開始時
刻になると、チューナ４８の電源をオンしてメモリカード５６への録画を開始し、番組の
放送終了時刻になると、チューナ４８の電源をオフして録画を終了する。この結果、所望
の番組が携帯電話１２のメモリカード５６に録画されるので、ユーザは、再生ボタン３８



(8) JP 4086818 B2 2008.5.14

10

20

30

40

50

ｋを操作して、録画された番組を視聴することができる。
【００４７】
　また、ユーザは、録画予約情報を入力した後、予約設定画面の右下に表示された送信キ
ーを操作すると、携帯電話１２はブルーツゥースを利用して録画予約情報をクレードル１
４に送信し、クレードル１４は受信した録画予約情報に基づいて番組を録画する。
【００４８】
　図６を参照して、携帯電話１２からクレードル１４に所望の番組の録画予約情報を送信
し、受信した録画予約情報に基づいてクレードル１４が番組を録画する場合の携帯電話１
２とクレードル１４との関係を説明する。まず、モニタ７４に表示された予約設定画面が
表示されると、ユーザはテンキー３８ａおよびカーソルキー３８ｂ～３８ｅを操作して、
録画したい番組の録画予約情報を入力する。録画予約情報の入力が終わると、携帯電話１
２は、入力された録画予約情報をクレードル１４に送信する。
【００４９】
　クレードル１４は、受信した録画予約情報に基づいて、番組を録画できるだけの空き容
量がフラッシュメモリ１１４にあるかどうかをチェックする。その結果、番組を録画でき
るだけの空き容量がフラッシュメモリ１１４にある場合、クレードル１４は、録画予約情
報をフラッシュメモリ９８に記録し、録画予約完了通知を携帯電話１２に送信する。携帯
電話１２は、録画予約完了通知を受信すると、モニタ７４に“クレードルに録画予約しま
した”と表示する。クレードル１４は、フラッシュメモリ９８に記録された録画予約情報
と時計１０２から与えられる時刻情報とに基づいて、所望の番組をフラッシュメモリ１１
４に録画する。なお、上述の携帯電話１２とクレードル１４との間の録画予約情報などの
情報の送受信は、すべてブルーツゥースを利用して行われる。
【００５０】
　図７を参照して、クレードル１４に録画された番組を携帯電話１２に転送する場合の携
帯電話１２とクレードル１４との関係について説明する。クレードル１４に携帯電話１２
が装着されると、携帯電話１２はクレードル１４に対して、録画された番組の転送を要求
する。クレードル１４は、転送要求を受けると、フラッシュメモリ１１４に録画されてい
る番組の携帯電話１２への転送を開始する。
【００５１】
　携帯電話１２は、番組の転送中にメモリカード５６の空き容量がなくなったことを検出
すると、クレードル１４に対して番組の転送を中止するよう通知する。クレードル１４は
、転送中止通知を受けると、携帯電話１２への番組の転送を中止する。携帯電話１２は、
メモリカード５６に空き容量を確保するため不要な番組を削除する。その結果、携帯電話
１２は、メモリカード５６に空き容量が確保できると、クレードル１４に対して空き容量
が確保できたことを通知する。クレードル１４は、この通知を受けて携帯電話１２への番
組の転送を再開する。
【００５２】
　また、携帯電話１２は、クレードル１４から転送されてくる番組をメモリカード５６に
記録できない程度にまでバッテリ８０の電圧が低下したことを検出すると、クレードル１
４に対して番組の転送を中止するよう通知する。クレードル１４は、転送中止通知を受け
ると、携帯電話１２への番組の転送を中止する。携帯電話１２は、バッテリ８０の電圧が
クレードル１４から転送されてくる番組をメモリカード５６に記録できるような電圧にな
るまで、バッテリ８０を充電する。携帯電話１２は、バッテリ８０の充電が終了すると、
クレードル１４に対してバッテリ８０の充電が終了したことを通知する。クレードル１４
は、携帯電話１２からの通知を受けると、携帯電話１２への番組の転送を再開する。
【００５３】
　このようにして、クレードル１４は、フラッシュメモリ１１４に記録されたすべての番
組を携帯端末１２に転送し、番組の転送が完了したことを携帯電話１２に通知する。携帯
電話１２は、クレードル１４からの通知を受けると、モニタ７８に“番組の転送が完了し
ました”と表示する。
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【００５４】
　なお、上述の携帯電話１２とクレードル１４との間で行われるメモリカード５６の空き
容量、バッテリ８０の電圧に関する情報の通知は、番組の転送と同様にして、携帯電話１
２の端子Ｓ１およびクレードル１４の端子Ｓ３を介して行われる。つまり、携帯電話１２
からクレードル１４に情報を通知する場合、携帯電話１２の情報は、ＣＰＵ４４によって
通信Ｉ／Ｆ５８に与えられ、通信Ｉ／Ｆ５８に与えられた情報は端子Ｓ１を介してクレー
ドル１４に与えられる。クレードル１４に与えられた情報は、端子Ｓ３を介して通信Ｉ／
Ｆ１１６に与えられる。通信Ｉ／Ｆ１１６に与えられた情報は、ＣＰＵ９４に通知される
ことによって、情報が携帯電話１２からクレードル１４に通知される。
【００５５】
　同様に、クレードル１４から携帯電話１２に情報を通知する場合、クレードル１４の情
報は、ＣＰＵ９４によって通信Ｉ／Ｆ１１６に与えられ、通信Ｉ／Ｆ１１６に与えられた
情報は端子Ｓ３を介して携帯電話１２に与えられる。携帯電話１２に与えられた情報は、
端子Ｓ１を介して通信Ｉ／Ｆ５８に与えられる。通信Ｉ／Ｆ５８に与えられた情報は、Ｃ
ＰＵ４４に通知されることによって、情報がクレードル１４から携帯電話１２に通知され
る。
【００５６】
　携帯電話１２のＣＰＵ４４は、フラッシュメモリ４０に記録された制御プログラムに従
って、図８のフロー図で示される録画処理を実行する。ステップＳ１では、モニタ７４に
予約設定画面を表示する。ステップＳ３では、表示された予約設定画面への録画予約情報
の入力が終了するまで待機する。録画予約情報の入力は、ユーザがテンキー３８ａおよび
カーソルキー３８ｂ～３８ｅを操作することにより行われる。
【００５７】
　ステップＳ５では、予約設定画面の保存キーが操作されたか否かを判断する。その結果
、ＮＯと判断した場合は、後述するステップＳ２７に進む。一方、ＹＥＳと判断した場合
は、ステップＳ７で、メモリカード５６の空き容量を検出する。ステップＳ９では、入力
された録画予約情報に基づいて、検出した空き容量が番組を録画するために十分な容量で
あるか否かを判断する。その結果、ＮＯと判断した場合は、ステップＳ１１で、モニタ７
４に“携帯電話のメモリ不足のため録画できません”と表示した後、処理を終了する。一
方、ステップＳ９でＹＥＳと判断したとき、録画予約情報に基づいてメモリカード５６に
番組を録画できるので、ステップＳ１３で録画予約情報をフラッシュメモリ４０に記録す
る。
【００５８】
　ステップＳ１５では、時計４２から与えられる時刻情報と記録された録画予約情報とに
基づき、録画開始時刻になるまで待機する。録画開始時刻になると、ステップＳ１７でチ
ューナ４８の電源をオンし、ステップＳ１９で、録画予約情報のチャネルを選局する。ス
テップＳ２１では、選局したチャネルで放送されている番組をメモリカード５６に録画す
る。そして、ステップＳ２３では、時計４２から与えられる時刻情報と記録された録画予
約情報とに基づき、録画終了時刻になったか否かを判断し、ＮＯと判断した場合はステッ
プＳ２１に戻る。一方、ＹＥＳと判断した場合は、ステップＳ２５でチューナ４８の電源
をオフして、処理を終了する。
【００５９】
　ステップＳ５でＮＯと判断した場合、つまり予約設定画面の保存キーが操作されていな
と判断した場合は、ステップＳ２７で、予約設定画面の送信キーが操作されたか否かを判
断する。その結果、ＮＯと判断した場合は、ステップＳ５に戻る。一方、ＹＥＳと判断し
た場合は、ステップＳ２９で、録画予約情報をクレードル１４に送信する。ステップＳ３
１では、クレードル１４からのエラー通知を受信したか否かを判断する。ここで、クレー
ドル１４からのエラー通知とは、クレードル１４が録画予約情報に基づいて番組を録画し
ようとしても、フラッシュメモリ１１４の空き容量が少ないため番組を録画できないとい
う通知である。ＹＥＳと判断した場合は、モニタ７４に“クレードルのメモリ不足のため
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録画できません”と表示し、処理を終了する。一方、ステップＳ３１でＮＯと判断した場
合は、ステップＳ３５で、クレードル１４から録画予約完了通知を受信したか否かを判断
する。その結果、ＮＯと判断した場合は、ステップＳ３１に戻る。一方、ＹＥＳと判断し
た場合は、ステップＳ３７で、モニタ４１に“クレードルに録画予約しました”と予約完
了通知を表示し、処理を終了する。
【００６０】
　携帯電話１２のＣＰＵ４４は、またフラッシュメモリ４０に記録された制御プログラム
に従って、図９～図１１のフロー図で示される番組の転送およびバッテリ８０の充電処理
を実行する。携帯電話１２がクレードル１４に装着されると、ステップＳ４１では、クレ
ードル１４に対して、フラッシュメモリ１１４に記録された番組の転送を要求する。ステ
ップＳ４３では、クレードル１４から番組が転送されたか否かを判断する。その結果、Ｎ
Ｏと判断した場合は、ステップＳ４５で、フラッシュメモリ１１４には、番組は無いとい
う通知がクレードル１４からあったか否かを判断する。その結果、ＮＯと判断した場合は
、ステップＳ４３に戻る。一方、ＹＥＳと判断したときは、ステップＳ４７で、モニタ７
８に“クレードルには番組が録画されていません”と表示し、後述するステップＳ６１に
進む。
【００６１】
　ステップＳ４３で、ＹＥＳと判断した場合、つまりクレードル１４から所定のデータ量
の番組が転送された場合は、ステップＳ４９で、メモリカード５６の空き容量を検出する
。そして、ステップＳ５１では、検出された空き容量が“０”になったか否かを判断する
。その結果、ＹＥＳと判断した場合は、後述するステップＳ７５に進む。一方、ＮＯと判
断した場合は、ステップＳ５３でバッテリ８０の電圧を測定し、測定したバッテリ８０の
電圧が閾値ＶＴＨ１よりも大きいか否かを判断する。ここで、閾値ＶＴＨ１は、転送され
た番組をメモリカード５６に記録するためにバッテリ８０が最低限保持していなければな
らない電圧である。その結果、ＮＯと判断した場合は、後述するステップＳ９３に進む。
一方、ＹＥＳと判断した場合、ステップＳ５７で、クレードル１４から番組の転送完了通
知があったか否かを判断する。その結果、ＮＯと判断した場合は、ステップＳ４３に戻り
、番組の転送を継続する。一方、ＹＥＳと判断した場合は、フラッシュメモリ１１４に記
録されていた番組が、すべて携帯電話１２に転送されたので、ステップＳ５９で、モニタ
７８に“番組の転送が完了しました”と表示する。
【００６２】
　次に、ステップＳ６１では、スイッチＳＷをオンして、クレードル１４からバッテリ８
０への充電を開始する。ステップＳ６３では、バッテリ８０が充電中であることを示すた
め、ランプ３６を赤色点灯させる。このことにより、ユーザはバッテリ８０が充電中であ
ることを知る。ステップＳ６５では、バッテリ８０の電圧測定を行い、ステップＳ６７で
は測定したバッテリ８０の電圧が閾値ＶＴＨ２（閾値ＶＴＨ２≧閾値ＶＴＨ１）よりも大
きいか否かを判断する。その結果、ＮＯと判断した場合は、ステップＳ６５に戻る。一方
、ＹＥＳと判断した場合、ステップＳ６９でスイッチＳＷをオフし、バッテリ８０の充電
を完了する。ステップＳ７１で、バッテリ８０の充電が完了したことを知らせるため、ラ
ンプ３６を緑色点灯させる。そして、ステップＳ７３で、クレードル１４に、バッテリ８
０の充電が完了したことを通知し、処理を終了する。
【００６３】
　ステップＳ５１でＹＥＳと判断した場合、つまりメモリカード５６の空き容量が“０”
になり、転送された番組を記録できなくなった場合は、ステップＳ７５に進む。ステップ
Ｓ７５では、クレードル１４に対し、番組の転送を中止するよう通知する。ステップＳ７
７では、モニタ７８に“携帯電話のメモリ不足のため番組を転送できません”と表示する
。ステップＳ７９では、クレードル１４に対し、フラッシュメモリ１１４に記録されてい
る番組のデータ量の通知を要求する。そして、ステップＳ８１では、クレードル１４から
番組のデータ量を取得するまで待機する。ステップＳ８３では、メモリカード５６に記録
された番組のうち、所定のデータ量の番組を消去する。ステップＳ８５では、メモリカー
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ド５６の空き容量を検出する。ステップＳ８７では、検出したメモリカード５６の空き容
量がクレードル１４から通知された番組のデータ量よりも大きいか否かの判断を行う。そ
の結果、ＮＯと判断した場合はステップＳ８３に戻り、メモリカード５６の番組をさらに
削除して、その空き容量を大きくする。一方、ＹＥＳと判断した場合は、ステップＳ８９
で、クレードル１４に対し、メモリカード５６に必要な空き容量が確保できたことを通知
する。ステップＳ９１では、モニタ７８に“番組の転送に必要な空き容量が確保できまし
た”と表示する。このため、ユーザは番組の転送が可能になったことを知ることができる
。このようにして、メモリカード５６に、番組の転送に必要な空き容量が確保されたので
、ステップＳ４１に戻る。
【００６４】
　また、ステップＳ５５でＮＯと判断した場合、つまり転送された番組をメモリカード５
６に記録するために必要な電力がバッテリ８０になくなった場合は、ステップＳ９３で、
クレードル１４に対して番組の転送を中止するよう通知する。また、ステップＳ９５では
、モニタ７８に“バッテリの電圧低下のため番組を転送できません”と表示する。ステッ
プＳ９７では、バッテリ８０を充電するためスイッチＳＷをオンする。その結果、端子Ｓ
２を介してクレードル１４から電力がバッテリ８０に供給される。ステップＳ９９では、
バッテリ８０の電圧を測定し、ステップＳ１０１では、測定したバッテリ８０の電圧が閾
値ＶＴＨ１よりも大きいか否かの判断をする。その結果、ＮＯと判断した場合は、充電中
のバッテリ８０の電圧を測定するためステップＳ９９に戻る。一方、ＹＥＳと判断した場
合、ステップＳ１０３で、スイッチＳＷをオフしてバッテリ８０の充電を終了する。ステ
ップＳ１０５では、携帯電話１２に設けられたランプ３６を黄色に点灯する。この結果、
ユーザは、携帯電話１２が転送された番組をメモリカード５６に記録できるようになった
ことを知ることができる。ステップＳ１０７では、クレードル１４に対し、バッテリ８０
の充電が完了したことを通知し、ステップＳ４１に戻る。
【００６５】
　なお、ここでは携帯電話１２への番組の転送が完了すると、引き続いてバッテリ８０の
充電を行っている。しかし、ユーザは、モニタ７８の表示により番組の転送が完了したこ
とを知ると、すぐに携帯電話１２をクレードル１４から取り外してもよい
　クレードル１４のＣＰＵ９４は、またフラッシュメモリ９８に記録された制御プログラ
ムに従って、図１２のフロー図で示される番組の録画処理を実行する。ステップＳ１１１
では、携帯電話１２から録画予約情報を受信するまで待機する。録画予約情報を受信する
と、ステップＳ１１３で、フラッシュメモリ１１４の空き容量を検出する。ステップＳ１
１５では、検出した空き容量と受信した録画予約情報とに基づき、録画予約した番組をフ
ラッシュメモリ１１４の空き領域に録画できるか否かを判断する。その結果、ＮＯと判断
した場合、つまり受信した番組を記録できる空き容量がフラッシュメモリ１１４にない場
合には、ステップＳ１１７で、ブルーツゥースを利用して携帯電話１２にエラー通知を送
信し、ステップＳ１１１に戻る。
【００６６】
　一方、ステップＳ１１５でＹＥＳと判断した場合は、ステップＳ１１９で、受信した録
画予約情報をフラッシュメモリ１１４に記録する。ステップＳ１２１では、ブルーツゥー
スを利用して携帯電話１２に録画予約完了通知を送信する。そして、ステップＳ１２３で
は、録画予約情報と時計１０２から与えられる時刻情報とに基づき、録画開始時刻になる
まで待機する。録画開始時刻になると、ステップＳ１２５でチューナ１０６の電源をオン
し、ステップＳ１２７で録画予約情報のチャネルを選局する。ステップＳ１２９では、選
局されたチャネルで放送されている番組の録画を行う。ステップＳ１３１では、録画予約
情報と時計１０２から与えられた時刻情報とに基づき、録画終了時刻になったか否かを判
断する。その結果、ＮＯと判断した場合は、ステップＳ１２９に戻り、録画を継続する。
一方、ＹＥＳと判断した場合は、ステップＳ１３３に進んでチューナ１０６の電源をオフ
して、録画処理を終了する。
【００６７】



(12) JP 4086818 B2 2008.5.14

10

20

30

40

50

　クレードル１４のＣＰＵ９４は、またフラッシュメモリ９８に記録された制御プログラ
ムに従って、図１３のフロー図で示される番組の転送処理を実行する。クレードル１４に
携帯電話１２が装着されると、ステップＳ１４１では、携帯電話１２から番組の転送要求
が通知されるまで待機する。番組の転送要求があると、ステップＳ１４３では、フラッシ
ュメモリ１１４に番組が記録されているか否かを検出する。その結果、ＮＯと判断した場
合は、ステップＳ１４５で、携帯電話１２に対し、フラッシュメモリ１１４に番組がない
ことを通知し、後述するステップＳ１５７に進む。
【００６８】
　一方、ステップＳ１４３でＹＥＳと判断した場合、フラッシュメモリ１１４に記録され
た番組を所定のデータ量だけ携帯電話１２に転送する。ステップＳ１４９では、携帯電話
１２から番組の転送中止通知があったか否かを判断する。その結果、ＹＥＳと判断した場
合は、後述するステップＳ１５９に進む。一方、ＮＯと判断した場合は、ステップＳ１５
１で、番組の転送が完了したか否かの判断を行う。その結果、ＮＯと判断した場合は、ス
テップＳ１４７に戻り、番組の転送を継続する。一方、ＹＥＳと判断したときは、ステッ
プＳ１５３で、携帯電話１２に転送した番組をフラッシュメモリ１１４から削除する。ス
テップＳ１５５では、携帯電話１２に対し、番組の転送が完了したことを通知する。ステ
ップＳ１５７では、携帯電話１２からバッテリ８０の充電完了通知があるまで待機し、充
電完了通知があると処理を終了する。
【００６９】
　ステップＳ１４９でＹＥＳと判断した場合、つまり携帯電話１２から番組の転送中止を
求める通知があった場合は、ステップＳ１５９で番組の転送を中止する。そして、ステッ
プＳ１６１では、フラッシュメモリ１１４に記録されている番組のデータ量の要求が携帯
電話１２からあったか否かを判断する。その結果、ＮＯと判断した場合は、後述するステ
ップＳ１６７に進む。一方、ＹＥＳと判断した場合は、ステップＳ１６３で、フラッシュ
メモリ１１４に記録されている番組のデータ量を検出し、ステップＳ１６５で、検出した
番組のデータ量を携帯電話に通知する。
【００７０】
　ステップＳ１６７では、携帯電話１２からバッテリ８０の充電が終了したとの通知があ
ったか否か、つまりバッテリ８０の電圧が閾値ＶＴＨ１よりも大きくなったとの通知があ
ったか否かを判断する。その結果、ＹＥＳと判断した場合は、番組を携帯電話１２に転送
するため、ステップＳ１４７に戻る。一方、ＮＯと判断した場合は、ステップＳ１６９で
、メモリカード５６に空き容量を確保したとの通知があったか否かを判断する。その結果
、ＮＯと判断した場合は、ステップＳ１６７に戻る。一方、ＹＥＳと判断した場合は、番
組を携帯電話１２に転送するため、ステップＳ１４７に戻る。
【００７１】
　以上の説明からわかるように、クレードル１４は、番組を受信し、受信した番組をフラ
ッシュメモリ１１４に録画する。そして、クレードル１４は、携帯電話１０が装着される
と、フラッシュメモリ１１４に記録された番組を携帯電話１２に転送する。携帯電話１２
は、クレードル１４から転送された番組を受け付け、受け付けたデータをメモリカード５
６に記録する。つまり、携帯電話１２をクレードル１４に装着するだけで、クレードル１
４によって録画された番組は、携帯電話１２に転送されて保存される。このため、クレー
ドル１４から携帯端末１２への番組の転送制御を簡略化することができる。
【００７２】
　また、クレードル１４から携帯電話１２への番組の転送中に、携帯電話１２はメモリカ
ード５６に空き容量がなくなったことを検出すると、クレードル１４に対して番組の転送
中止を要求する。そして、メモリカード５６の不要な番組を削除することによってメモリ
カード５６に空き容量を確保すると、クレードル１４から番組を転送させる。この場合、
番組の転送中にメモリカード５６に空き容量がなくなっても、携帯電話１２は自動的に空
き容量を確保することによって、クレードル１４から転送された番組をメモリカード５６
に記録することができる。
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【００７３】
　さらに、クレードル１４から携帯電話１２への番組の転送中に、携帯電話１２は、バッ
テリ８０の電圧が第１閾値ＶＴＨ１よりも小さくなったことを検出すると、クレードル１
６に対して番組の転送中止を要求する。そして、バッテリ８０の充電を行い、バッテリ８
０の電圧が第１閾値ＶＴＨ１よりも大きくなると、携帯電話１２は、クレードル１４から
番組を転送させる。この場合、番組の転送中にバッテリ８０の電圧が第１閾値ＶＴＨ１よ
りも小さくなっても、携帯電話１２は自動的にバッテリ８０を充電することよって、クレ
ードル１４から転送された番組をメモリカード５６に録画することができる。
【００７４】
　なお、上述の実施例では、ブルーツゥースを利用して携帯電話１２からクレードル１４
に録画予約情報を送信している。しかし、クレードル１４に電話番号を割り当てることに
より、携帯電話１２からの録画予約情報の送信を、電話回線を介して行うこともできる。
この場合、携帯電話１２とクレードル１４との距離が遠く離れていても、クレードル１４
に所望の番組を録画させることができる。
【図面の簡単な説明】
【００７５】
【図１】この発明の一実施例を示す図解図である。
【図２】図１実施例の携帯電話のブロック図である。
【図３】図１実施例のクレードルのブロック図である。
【図４】図１実施例の携帯電話の外観を示す図解図である。
【図５】図１実施例の携帯電話のモニタの画面を示す図解図である。
【図６】図１実施例の動作の流れを示す図解図である。
【図７】図１実施例の動作の他の流れを示す図解図である。
【図８】図１実施例の動作の一部を示すフロー図である。
【図９】図１実施例の動作の他の一部を示すフロー図である。
【図１０】図１実施例の動作のその他の一部を示すフロー図である。
【図１１】図１実施例の動作のさらにその他の一部を示すフロー図である。
【図１２】図１実施例の動作の他の一部を示すフロー図である。
【図１３】図１実施例の動作のその他の一部を示すフロー図である。
【符号の説明】
【００７６】
　１０…コンテンツ録画システム
　１２…携帯電話
　１４…クレードル
　２２…無線回路
　４４…ＣＰＵ
　５６…メモリカード
　５８…通信Ｉ／Ｆ
　７６…バッテリ
　８４…ＣＰＵ
　８６…無線回路
　９０…充電回路
　１０４…フラッシュメモリ
　１０６…通信Ｉ／Ｆ
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【図１】 【図２】

【図３】 【図４】
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【図５】 【図６】

【図７】 【図８】
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【図９】 【図１０】

【図１１】 【図１２】
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【図１３】
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